
 

                          

 

 

                                                                             

                                               

                                                                    

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 ６月２７日午前９時３５分に、はやぶさ２が C 型小惑星「Ryugu」（りゅうぐう）に到着しました。２０１４年１

２月３日に種子島宇宙センターから打ち上げられ３年７か月間で約３２億㎞の旅の末です。現在、りゅうぐうの高度

２０㎞のところにいます。今後、１８か月間ほど惑星に留まって徐々に近づき特殊なカメラで観測をしたり着陸して

惑星の岩石を採取したりして２０１９年１１月くらいには出発し２０２０年末ごろ地球に帰還する計画です。中で

も、衝突装置を使って惑星の表面に人工クレーターを作るという世界初の実験では、惑星の内部の岩石を採取するこ

とができ、太陽系や地球ができたころの情報が分かるかもしれないと期待されているのです。さらには、地球に生命

が誕生した原因を探る手がかりも発見することができる可能性があるそうです。 

 皆さんは「潜在的に危険な小惑星」という言葉をご存知でしょうか。この小惑星は、直径が１００ｍを超える大き

さで、地球の軌道に７４８万㎞以内に近づく軌道をもち、地球にぶつかる可能性があるものをいいます。ちなみに、

６５５０万年前に、恐竜絶滅の原因となった天体衝突はこの小惑星によるものだったのです。こうした天体衝突に備

えるための活動（「スペースガード」というそうです。）を行うためにも、このような小惑星の探査活動は重要なも

のだそうです。なんだか、宇宙をテーマにした映画のようなお話ですが現実の事なのです。そして、我が国は、小惑

星探査においては世界で最先端の技術をもっています。今後の調査の進展が楽しみですね。ＪＡＸＡのアドレスを載

せておきます。興味のある方はご覧になってください。 http://www.jaxa.jp/ 

  

 さて、先日大阪で発災した震度６弱の大地震。小学校関係者にとっては言葉にできないほどのショックを受けまし

た。学校内の安全点検は終了し、教育委員会への報告も行いました。また、児童の通学路における安全点検につきま

しては、スクールゾーン対策協議会が終わったばかりですが、PTA 校外委員の皆様にもご協力を依頼し現在進めてい

るところです。不審者だけでなく災害に対しても、学校内は子供たちにとって絶対に安全でなければなりません。他

山の石と受け止め、本校の安全環境づくりを充実させていきます。 

 ところで、大災害や事件が起こるたびに「レジリエンス」という言葉を思い浮かべます。レジリエンス(Resilience)

というのは、元々は物理学の用語で、「弾力」や「跳ね返す力」という意味を持っています。近年、精神科・心理学の

領域でも物理学と同様に「（ストレスを受けた時に）跳ね返す(こころの)力」という意味で使われるようになりまし

た。また、“望ましくない状況から脱し、安定的な状態を取り戻す力”“社会を回復する力”を指す言葉として、経済

や災害対応の分野でも用いられています。 

ここで押さえておきたい点は、人々の繋がりが「お互いの信頼に根ざしたインフォーマルなネットワーク」である

ということです。つまり、自治体などの公的な繋がりではなく、家族や友人、地域住民、ボランティアなど人々の自

発的な連帯によってこそ、レジリエンスが最大限に発揮されるというものです。そういう点でいうならば、子どもた

ちを取り巻く教育環境（＝学校・家庭・地域）におけるレジリエンスは、子どもたちの幸せを願い、学校・家庭・地

域が信頼関係の中でそれぞれの役割を担いあう関係として成り立つということです。今、学校が目指しているところ

の、「社会に開かれた教育課程」の実現は学校・家庭・地域におけるレジリエンスが前提となるといえるのではない

かと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

社会に開かれた教育課程の実現   

子どもたちを取り巻く教育環境におけるレジリエンス 

校 長   縣  利一 

平成 30年 6月 29日 

横浜市立上菅田小学校 

学校だより ７月号 

 

夏季水泳教室を実施します。泳ぐことが得意

でも苦手でも、誰でも泳力を高めるチャンスで

す。詳しくは本日配付されたお知らせをご覧く

ださい。 

 

夏季水泳教室 

 

 

地域の方を講師として「地域ふれあい教室」

を開催します。先日お知らせした内容で、様々

な体験をします。当日は夏休み中のため、入口

は１年昇降口となります。確認書を忘れずに持

たせてください。 

 

地域ふれあい教室 

 

保護者、児童、教職員の相談を受け付けます。

お気軽に担任か児童支援専任の河野までお申

し込みください。原静カウンセラーが担当いた

します。 

７月 ２日（月） ８：４５～１２：１０ 

７月１０日（火） ８：４５～１２：１０ 

８月２７日（月） ８：４５～１２：１０ 

 

生活：整理整頓をしましょう 

（机、ロッカーをきれいにしましょう）  

給食：暑さに負けないように 

しっかり食事をしましょう 

保健：暑さに負けない体力作りをしましょう 

 

７月の生活目標 

スクールカウンセラー来校日 

 

 
 夏休みの前に、個人懇談を行います。学習

や生活の様子、夏休みの課題などをお話しし

ます。詳しい時程等につきましては、担任よ

り連絡いたします。 

７月９日・１０日・１２日・１３日           

   １４：００～１６：４５ 

 

 
学校敷地周辺や公園内に自動車・バイク等を

駐車する保護者の方がいて、近隣の方がとても

困っています。ＰＴＡや教職員が、学校敷地周

辺の見回りや駐車禁止コーンの設置等を行っ

ています。互いに声をかけ合って、ルールを守

って気持ちよく行動していきましょう。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

学校敷地周辺への駐車禁止 

 

個人懇談 

 

 

５月と６月に着任した新しい職員を紹介しま

す。よろしくお願いいたします。 

＜やまゆり級担任＞ 

中川 笑子（なかがわ えみこ）先生 

＜５年生と６年生の理科支援員＞ 

平尾 智英（ひらお ともひで）先生 

 
 

新しい職員の紹介 

 

http://www.jaxa.jp/


 

 
５・６年生の子どもたちは、委員会に所属し全校のための仕事をしています。活動時間は中休みや給

食時間です。「元気、協力、上菅田」の児童会テーマのもと、各委員会が工夫を凝らした活動を考えてい

ます。 

 

＜今年度の委員会＞ 

 

 

 
 

５月 2９日（火）より、今年度のクラブ活動が始まりました。クラブ活動は、４～６年生が全員参加

で、自分の希望したクラブに所属し、１年間を通して異学年と一緒に活動します。年間１１回の活動で、

２月にはクラブ発表も行います。今年度も 15のクラブで活動することになりました。 

 

＜今年度のクラブ＞ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○児童運営委員会（代表委員会の運営） 

○集会委員会（ペア学年集会と全校集会の運営） 

○給食委員会（給食時の補助・給食集会） 

○放送委員会（朝・昼・掃除・帰りの放送） 

○園芸委員会（花壇作りと手入れ） 

○飼育委員会（飼育小屋の動物の世話） 

○体育委員会（倉庫整備・長縄大会運営） 

○新聞委員会（学年別新聞作り） 

〇掲示委員会（掲示板の管理） 

〇保健委員会（保健室の補助、 

ペーパー等の補充、保健集会） 

〇環境委員会（ふれあい池・水槽の管理） 

〇美化委員会（ごみの分別の指導） 

〇図書委員会（図書の貸し出し） 

○家庭科クラブ      ○理科クラブ    ○音楽クラブ   

○創作・漫画クラブ    ○工作クラブ    ○室内ゲームクラブ 

○ダンスクラブ      ○パソコンクラブ  ○野外球技クラブ 

○陸上・駅伝クラブ    ○卓球クラブ    ○体操クラブ 

○バドミントンクラブ   ○バトンクラブ   ○バスケットボールクラブ 

委員会活動 

クラブ活動 

中休みに学年ごとに校
庭に集まり、友達と教え
合いながらいろいろな跳
び方にチャレンジしてい
ます。チャレンジの日は、
校庭に短縄を持った子ど
もたちの大きな声が響い
ています。 

低・高学年用の「がんばりカード」があり、回数を数えてカード
に記録しています。これは低学年用のカードです。夏休みにも各家
庭でチャレンジを続けてくださいますよう、お願いいたします。 
 

 日頃から体を動かすことを楽しむ時間を増やしな

がら子どもたちの体力向上につなげることを目的

に、毎年体力向上１校１実践運動を行っています。

今回紹介する短縄チャレンジの他にも、マラソンチ

ャレンジや長縄大会に向けた長縄チャレンジへの挑

戦を全校児童で継続して取り組んでいます。 

 

☆飼育小屋のかわいいうさぎたち☆ 

飼育小屋には、４羽のうさぎが元気に過ごしています。

飼育委員会では、担当の曜日を決めて、毎日忘れずに飼育

小屋の掃除をしたり餌をあげたりしています。自由に動き

回るうさぎの世話は大変ですが、かわいいうさぎが幸せに

暮らせるように、子どもたちは一生懸命に取り組んでいま

す。飼育委員会以外の子どもたちにもうさぎのことを知っ

てもらうため、ふれあいデーや集会などを行います。上菅

田のみんなで大切に育てていきます。 

 

ダイヤ（オス） 

食いしん坊です。 

スペード（メス） 

クリーム色が特徴です。 

サファイア（メス） 

抱っこされると、ひっ

くり返ってしまいます。 

もふた（オス） 

 とても元気で、動く

のが大好きです。 

☆水の中のかわいい生き物たち☆ 

ふれあい池は体育館の隣にある池です。卒業

生や地域の方々が協力して作りました。水草が

茂った池の中には、メダカ・カエル・トンボの

ヤゴ・ヌマエビなどがいます。季節によってオ

タマジャクシがカエルになる様子や、氷の張っ

た池の中で過ごすメダカの様子などを観察す

ることができます。 

理科や総合の学習、食物や生き物の観察をす

るなど、子どもたちから人気を集めています。

環境委員会の子どもたちが毎日管理をしてい

ます。 

大水槽は職員玄関を入

ると目の前にあります。

水槽の中には、グッピー・

ネオンテトラ・コリドラ

スの他に、昨年度から新

しくサイアミーズフライ

ングフォックスという熱

帯魚もいます。ぜひ見に

来てください。 


